
本製品を安全に、また正しくお使いいただくために 
必ず本取扱説明書をお読みください。 
お読みになった後も大切に保管してください。 
本取扱説明書はお手持ちのスマートフォンや 
タブレットからアクセスすることができます。 
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取 扱 説 明 書及び部品表  



は  じ  め  に 

 

 

 このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございました。 

 

 この取扱説明書は、細断型ロールベーラの取扱方法と使用上の注意事項について記載してあ

ります。ご使用前には必ず、この取扱説明書を熟知するまでお読みの上、正しくお取扱いた

だき最良の状態でご使用ください。 

 

 ●お読みになったあとも必ず製品に近接して保存してください。 

 ●製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください。 

 ●この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売店または当社 

 にご注文ください。 

 ●本書は、 注意 として知っておくとお得な製品の性能や、製品自体の損傷防止に関する留 

 意事項を書いてあります。 

 ●なお、本製品については不断の研究成果を新しい技術として直ちに製品に取り入れており 

 ますので、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合もありますので、あらかじめご了 

 承ください。 

 ●ご不明なことやお気付のことがございましたら、お買い上げの販売店または当社にご相談 

 ください。 

 

  

 

 

      印付きの下記マークは安全上、特に重要な項目ですので、よく読んで必ず 

   お守りください。 

 

          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 

          ものを示します。 

 

          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ 

          るものを示します。 

 

          その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示 

          します。 

危険 

警告 

注意 

 

警 告 サ イ ン  

 

 

 



目  次                         

安全に作業するために・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 
 
 

本製品の使用目的とサービスについて・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22 
 
 

 

各部の名称とはたらき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23 
 
 

トラクタへの装着・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27 
1．装着のしかた･･･････････････････････ 27  4．ユニバーサルジョイントの取付け･････ 28 

2．セーフティーチェーンの接続･････････ 27  5．コントロールボックスの接続･････････ 29 

3．電磁クラッチの取付け･･･････････････ 28  6．送受信機の取り扱い･････････････････ 30 
 

運転に必要な装着の取扱い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31 
1．タイトチェーン注油装置の取扱い･････ 31  6．ネットをセットする･････････････････ 33 

2．満了感知装置の取扱い･･･････････････ 31  7．使用時にこれだけは守りましょう･････  34 

3．シリンダストップバルブの取扱い･････ 31  8. 使用できるネット･･･････････････････ 34 

4．梱包圧の調整方法･･･････････････････ 32   9. 車幅灯ベースの取扱い･･･････････････ 34 

5．ネット装置のスライド･･･････････････ 32  10. パトライトの取扱い･････････････････ 34 
 

作 業 方 法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35 
1．作業手順と要点･････････････････････ 35  2．ベールカウンタのリセット･･･････････ 36 

 

作業前・作業後の点検について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 37 
点検一覧表･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 37 

 

簡単な手入れと処置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38 
1．タイヤの空気圧調節及び摩擦、損傷･･･  38  11. オイルフィルタの掃除･･･････････････ 43 

2．ヒューズの交換･････････････････････ 38  12．車輪止め･･･････････････････････････ 43 

3．シェアボルトの交換･････････････････ 38  13．長期格納時の手入れ･････････････････ 43 

4．油圧作動油･････････････････････････ 39   14．タイトバーボルト・ナットの点検･････ 44 

5．電装系の確認･･･････････････････････ 40   15．送信機の登録方法･･･････････････････ 44 

6. 感知センサの確認･･･････････････････ 40   16．タイトチェーンの張り調整･･･････････ 45 

7. チャンバー開センサの調整･･･････････ 40   17．コンベアチェンの張り調整･･･････････ 45 

8. チェーンの注油･････････････････････ 41  18．ローラチェーンの張り調整･･･････････ 45 

9．清掃･･･････････････････････････････ 42  19．コンベアベルトの張り調整･･･････････ 47 

 10. ミッションオイルの交換･････････････ 43  20．グリスアップ･グリス塗布･注油･･･････ 48 
 

不 調 診 断・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49 
 

付      表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 52 
1. 主要諸元･･･････････････････････････ 52  3. 油圧回路図･････････････････････････  54 

2. 主な消耗品･････････････････････････ 53  4. 電気回路図･････････････････････････  55 

 
 



安全に作業するために

 

 

- 1 - 

 

 

取扱説明書と本機に貼ってある  表示ラベルをよく読み、機械の使い方をよく理解し 

た上で使用してください。また、機械を点検して異常がないかを確認してから使用して 

ください。 

機械を他人に貸すとき、または他人に運転をさせるときは、運転の仕方を教え、本書も 

貸与し必ず読んでもらってください。 

 

 

 １．本機を使用するにあたって      

（１）使用する人の条件 

   次の項目に該当する場合は本機を使用 

   しないでください。 

  ●飲酒したとき。 

  ●過労・病気・薬物の影響・その他の理 

   由により正常な運転ができないとき。 

  ●妊娠しているとき。 

  ●取扱方法を熟知していない人。 

 

 

（２）使用する人の服装 

   機械に巻き込まれたり、滑って転倒し 

   たりする事故を予防するため、首巻き 

   ・腰タオルをしないで、ヘルメット・ 

   滑り止めの付いた靴を着用し、だぶつ 

   きのない作業に適した服装で安全な作 

   業をしてください。 

 

 

（３）適応トラクタ以外への装着厳禁 

   下記の装着条件に合致するトラクタ以 

   外には装着しないでください。 

 

  ●適応トラクタ馬力（kW{PS} 

型 式      適 応 ト ラ ク タ           

ＭＲ１０２１Ｒ 
25.7～73.6ｋＷ 

（35～100PS） 

 

  ●装着方式    ：ドローバ 

  ●ＰＴＯ回転速度 ：４００min-1(rpm) 

  ●電源用バッテリ ：ＤＣ１２Ｖ 

 

（４）装着時の前後のバランス確認 

   トラクタに装着（連結）した作業機の

最大積載状態において、トラクタ前輪

にかかる荷重は、総重量の２０％以上

前輪に作用していることが必要です。 

   もし、不足するときはトラクタ指定の

フロントウエイトを取付けて、２０％

以上を確保するか、できなければ装着

（連結）しないでください。 

 

（５）バランスウエイトの取付け 

   トラクタのバランスウエイトは指定さ

れた部分に指定されたウエイト以外は

取付けないでください。 
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（６）機械の改造厳禁 

   純正部品や指定以外の部品を取付けな 

いでください。 

また、改造をしないでください。 

 

（７）使用目的以外への使用禁止 

   本機は、細断されたコーン及び牧草を

ロール成形型する作業を目的として作

られた機械です。 

   他の目的には使用しないでください。 

 

（８）機械を他人に貸すとき 

   取扱方法をよく説明して、使用前には 

   『取扱説明書』を必ず読むように指導 

   してください。 

        
 

２．点検・整備をしてください       

（１）１年毎の定期点検・整備を 

   整備不良による不具合や事故を防止す 

   るために、１年毎に定期点検・整備を 

受け、機械が最良の状態で作業ができ 

   るようにしてください。 

 

 

（２）作業前の点検・整備を忘れずに 

   ご使用になる前と後には必ず点検・整 

   備を行ってください。 

 

 

 

 

（３）点検・整備・掃除をするとき 

   点検・整備・修理・掃除をするときは、

交通の危険がなく、機械が転倒したり、

動いたりしない平坦で安定した場所で、 

   ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンを 

   停止させ、駐車ブレーキまたは車止め 

   をしてから行ってください。 

 

（４）ナイフに注意すること 

   ナイフ類は、絶対に素手で触れないで

ください。必ず手袋などの保護具を着

用してください。 

 

 

（５）機械を常にきれいに 

   火災予防と性能維持のため、回転部へ 

   の草などの巻付きやたまりを取除き、 

   機械を常にきれいにしてください。 

       

（６）排気ガスには十分注意 

   屋内などでエンジンを始動するときは 

   エンジンの排気ガスによる一酸化炭素 

   中毒の恐れがあります。 

   エンジンの始動は、風通しのよい場所 

   で行い、やむをえず屋内で始動する場 

   合には、十分換気を行ってください。 
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（７）カバー類を必ず取付ける 

   カバー類などの防護装置を取外すとき 

   は、必ずＰＴＯを切り、エンジンを止 

   めてから行ってください。 

   また、取外したカバー類は必ず元どお 

   りに取付けてください。守らないと、 

   傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

 

 

（８）注油・給油するときは 

   チェンへの注油は、必ずＰＴＯを切 

   り、エンジンを止めてから行ってくだ

さい。 

 

注 意 
各チェン、各回転部分や摩擦しゅう動部

分には十分注油してください。また、部

品が摩耗したまま使い続けると、摩擦に

よる加熱の原因となり、場合によっては

火災となります。 
 

 

 

 

 

 

 

（９）コントロールボックスの電源脱・着は 

トラクタのバッテリより電源を取り出

します。 

その取付け方法は、（＋）側から行って

ください。 

外す時は、（－）側から行ってください。 

逆にすると火花が飛び危険です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）タイヤの点検・修理をするときは 

  ①タイヤの空気圧は、規定の空気圧を必

ず守ってください。 

  ②空気の入れ過ぎはタイヤ破損の恐れが

あり、死傷事故を引き起こす原因にな

ります。 

  ③タイヤに傷があり、その傷がコード

（糸）に達している場合は使用しない

でください。 

   タイヤ破損の恐れがあります。 

  ④タイヤ・チューブ・ホイールなどに関

する交換・修理などは十分な整備施設

をもち、特別教育を受けた人がいるタ

イヤショップ等の専門店に依頼してく

ださい。 
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（１１）長期格納するときは 

   機械を清掃し、回転部及びチェンには

十分注油して、屋内の平坦な場所に保

管してください。 

コントロールボックスは屋内の乾燥し 

た場所に保管してください。 

 

３．作業・移動をするときは       

（１）人や動物を近づけない 

   特に子供には十分注意し、近づけない 

   ようにしてください。 

 

（２）ＰＴＯ回転中は危険です 

   回転部には近寄らない、触らないを守

ってください。 

 

（３）二人以上で作業するときは 

   二人以上の共同作業では、お互いに声 

   を掛け合うなどして、安全を確かめ合 

   いながら作業してください。 

 

 

 

 

 

（４）エンジンを始動するときは 

  ＰＴＯを切り、変速レバーを中立にし 

   周囲の人に合図をして安全を確かめて 

   からエンジンを始動してください。 

   守らないと傷害事故を引き起こす恐れ 

     があります。 

 

 
 

 

 

（５）急な発進・停止・旋回・スピードの 

出しすぎ禁止 

   スピードの出しすぎ、急な発進・停止・ 

旋回は、事故の原因となるだけでなく、 

機械の寿命も縮めますので行わないで 

ください。 

また、起状の多いほ場や傾斜地は、危 

険です。作業スピードは極力落として 

作業を行ってください。 

 

（６）回転中のユニバーサルジョイントには

触れない 

   回転しているユニバーサルジョインに、

手や足で絶対に触れないでください。

巻き込まれ重傷を負うことがあります。 

 

 

 

 

 

 

（７）傾斜地を移動するときは 

   次のことを必ず守ってください。 

  ①斜面の等高線に平行、または斜めに走 

行すると横転の危険があります。 

   斜面の移動は､必ず等高線に直角方向

に走行してください。 

  ②傾斜地で旋回するときは、速度を落と 

し、急ハンドルを切らないでください。 

   守らないと、転倒する危険があります。 

③過負荷がかかり機材を破損させる恐れ

がありますので、傾斜地での作業はや

めてください。 
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（８）移動及び作業の旋回のときは 

   トラクタに本機をけん引して旋回する

ときは、内輪差が生じるので十分注意

してください。急旋回は危険ですので

行わないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

（９）シェアボルトの交換のときは 

   ＰＴＯを切り、エンジンを必ず止め、

回転部が完全に停止してから行ってく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

（１０）ロールベールを放出するときは 

   ロールベールの放出は、後方に人がい

ないことや、障害物のないことを十分

確認し、放出距離を考慮して放出して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）チャンバーを開けて作業するときは 

シリンダーバルブを必ず左右共にロッ

クしてください。おこたると重大な傷

害発生のおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２）溝や畦を横断したり軟弱な所を通る 

ときは 

   スリップや転倒による事故を防ぐため 

に、幅・長さ・強度が十分あるスリッ 

プしないアユミ板をかけ、最低速度で 

通ってください。 

 

 

 

 

（１３）作業途中で運転席より離れるときは 

   平坦な場所に停止し、ＰＴＯを切り 

エンジンを止め、駐車ブレーキを掛け、 

本作業機側に車止めをしてください。 
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（１４）高圧油に注意してください 

  ①圧力がかかり噴出した油は、皮膚に浸

透する程の力があり、傷害の原因にな

ります。 

  ②高圧油による傷害を防止するために配

管・ホースなどの取り外し前には必ず

残圧を抜いてください。 

  ③圧力をかける前に配管・ホースなどは

正しく確実に締め付けてください。 

  ④非常に小さな穴からの油漏れは、ほと

んど目に見えないことがあります。 

   手で油漏れを探すことは止めてくださ

い。必ず、保護メガネをかけ、紙など

を使用して調べてください。 

 

   

 

 

 

⑤万一、油が皮膚に浸透したときは、強

度のアレルギーを起こす恐れがあるの

で、すぐ医師の診療を受けてください。 

 

       

（１５）高温油に注意してください 

  ①高温油による傷害を防止するために、

作業直後の注油やミッションのオイル

交換はしないでください。作業前か十

分温度が冷えてから行ってください。 

  ②火傷やケガを負った場合は、速やかに

医師の診療を受けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１６）回転灯が点灯している時は 

   紙や布などの燃えやすいものをかぶせ

ないでください。 

   発火の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

（１７）乾草に注意 

乾燥不十分な牧草をロールベールに成

形すると、ロールベール内部からの発

火により火災が発生する危険がありま

す。 
ロールベール成形後２～３日間は、風

通しの良い屋外に仮置きした後、屋内

に収納してください。 
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４．輸送するときは      

（１）トラックなどへの積込み・積降ろし 

   平坦な場所でトラックが移動しないようエンジンを 

   止め、サイドブレーキをかけ、車止めをしてください。 

積込んだ機械は車止めをし、強度が十分にあるロープ 

で確実に固定してください。 

 

（２）機材の吊り上げは必ず指定の要領に基づいて行ってください。 
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５．公道走行するときは                                

農耕用トラクタに関わる道路運送車両法の運用が見直され、保安基準に緩和措置が設けられました。

必要な対応をすることで、けん引タイプの作業機で公道走行を行うことができます。公道走行をする際

は、下記項目を確認した上で必要な対応を行い、法令遵守して走行してください。 

 

（１）必要な運転免許証について 

トラクタの寸法が下表①～③の数値以内で④最高速度１５ｋｍ／ｈ以下の場合は小型特殊免許で

運行可能になりますが、下表①～④の数値をひとつでも上回る場合、大型特殊免許（農耕用に限

る、も含む）とけん引免許（農耕用に限る、も含む）が必要となります。ただし、車両総重量 750ｋｇを

超えない農耕作業用トレーラをけん引する場合、けん引免許（農耕用に限る、も含む）は必要ありま

せん。 

 
     ① 幅１．７m   ② 全高２．０m（安全キャブや安全フレームは２．８m） 

③ 全長４．７m  ④ 最高速度１５km／h 以下 

 
 

下図を参考にご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

①  

④ 

③ 
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（２）保安基準への適合性確認  

自動車の種類と大きさにより、申請や検査登録が必要になります。 

いずれの場合も農耕作業用トレーラ、農耕トラクタの使用者が保安基準適合性を確保する必要があ

ります。 

 

けん引車の農耕トラクタの種別 農耕作業用トレーラの種別と手続き 

小型特殊自動車 

[小型特殊自動車] 

①一般的な大きさのもの ※1 

・個別に地方運輸局長から基準緩和の認定を、道路管理者から特殊車両通行許可 

を受ける必要はありません。 

 

②全幅が 2.5m を超えるもの 

・道路管理者(地方整備局、各都道府県、各市町村等)に対し、個別に特殊車両通行 

許可を受ける必要があります。 

 

③長さが 12m または全高 3.8m を超えるもの 

・個別に地方運輸局長から基準緩和の認定を、道路管理者から特殊車両通行許可 

を受ける必要があります。 

大型特殊自動車 

(自動車検査証にけん引時の速

度制限の基準緩和を受けた旨の

記載があるもの) 

大型特殊自動車 

(上記以外のもの) 

[大型特殊自動車] 

①一般的な大きさのもの ※2 

・管轄の運輸支局等で検査登録が必要です。 

 

②長さが 12m または高さが 3.8m を超えるもの、その他オーバーハング等の基準を 

超えるもの 

・管轄の運輸支局等で検査登録が必要です。 

・個別に地方運輸局長から基準緩和の認定を、道路管理者から特殊車両通行許可 

を受ける必要があります。 

 

※１ 全幅２．５ｍ、全長１２ｍ、全高３．８ｍを超えない大きさのもの 

※２ 農耕トラクタと農耕作業用トレーラの連結全長が１２ｍを超える場合、道路管理者(地方整備局、地

方自治体等)から、特殊車両通行許可を受ける必要があります。 
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（３）灯火器類・ステッカーの取付け 

下記フローチャート①～③を全てそれぞれについてご確認いただき、必要に応じて公道走行を行う

ための追加装備を取付けてください。 

 

①トラクタの大きさ、最高速度による灯火器取付け位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けん引をするトラクタは全長４．７ｍ以下、全幅１．７ｍ以下、

全高２．０ｍ以下、かつ最高速度１５ｋｍ／ｈ以下か。 

YES 

前面：Ａ．前部反射器 

後面：Ｂ．後部反射器 

     Ｄ．方向指示器 

を取り付ける必要があります。 

※車幅灯、尾灯、制動灯、および

後退灯は取り付け義務がないの

で備える必要はありません。 

 

次頁の取付け例１を参照してくだ

さい。 

前面：A．前部反射器 

     Ｃ．車幅灯 

後面：Ｂ．後部反射器 

     Ｅ．コンビネーションランプ 

     Ｆ．後退灯 

を取り付ける必要があります。 

※トラクタと農耕作業用トレーラの

連結全長が６ｍ未満の場合は、

農耕作業用トレーラの後面方向

指示器は必要ありません。 

 

次頁の取付け例２を参照してくだ

さい。 

NO 

D.方向指示器A.前部反射器 B.後部反射器 C.車幅灯

E.コンビネーションランプ F.後退灯
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●装備の取付け位置 

・道路運送車両の保安基準により、各種灯火器類の取付け位置は定められています。 

〇前部反射器(リフレクター) 最外側から４０cm 以内、高さは地上２５cm 以上１５０cm 以下 

〇後部反射器(リフレクター) 最外側から４０cm 以内、高さは地上２５cm 以上１５０cm 以下 

〇車幅灯（ポジションランプ）最外側から１５cm 以内、高さは地上２５cm 以上２１０cm 以下 

〇方向指示器（ウインカー）最外側から４０cm 以内、高さは地上３５cm 以上２３０cm 以下 

〇尾灯（テールランプ）最外側から４０cm 以内、高さは地上３５cm 以上２１０cm 以下 

〇制動灯（ブレーキランプ）最外側から４０cm 以内、高さは地上３５cm 以上２１０cm 以下 

〇後退灯（バックランプ）高さは可能な限り２５cm 以上１２０cm 以下 

 

・車幅灯は前方から確認（視認）できる位置に、上記条件を満たし、可能な限り左右 

対称になるように取付けてください。 

・コンビネーションランプは後方から確認（視認）できる位置に、上記条件を満たし、 

可能な限り左右対称になるように取付けてください。 

・後退灯は後方から確認（視認）できる位置に上記条件を満たすように取付けてください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（取付け例１） 

（取付け例２） 
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②トラクタの運行速度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●最大安定傾斜角度が不明な場合は、運行速度１５km／h 以下で走行してください。 

    

 

作業機を装着した際に、最大安定傾斜角度が３０度以上又は、３５度以上（車両総重量が車

両重量の１．２倍以上又は、積載により重心高さが上がるもの）であれば、通常の速度で道路

走行できます。 

上記条件を満たない場合は、 

・運行速度１５km／h 以下での道路走行 

・道路走行をする際に、Ｇを作業機後面に表示、 

Ｈを作業機後面に表示、 

Ｉをトラクタ後面・運転席に表示 

を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

＜安定性に関して＞ 

NO YES 

後面：Ｇ．制限標識 

     Ｈ．速度制限表示 

トラクタ後面：Ｉ．速度制限表示 

を取り付け、１５km／h 以下で

走行する必要があります。 

②での追加装備は

必要ありません。 

YES NO 

YES NO 

基準に適合した制動装置を 

備えているか。 

最大安定傾斜角度が３０度以上又は、３５度以上。 

トラクタの運行速度が１５km／h を超えて走行が可能か。 

②での追加装備は

必要ありません。 
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●装備の取付け位置 

・Ｇ、Ｈ、Ｉは後方から確認できる位置に取付けてください。 

・Ｈは運転席にも表示する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③作業機装着時の全幅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（取付け例） 

③での追加装備は

ありません。 

YES 

前、後面：Ｋ.外側表示板 

後面：Ｇ.制限標識 

Ｊ.全幅表示 

を取付ける必要があります｡ 

NO 

けん引作業機の全幅が２．５ｍ以下 

Ｉ.速度制限表示（トラクタ側）

 Ｇ.制限標識 Ｈ.速度制限表示（作業機側）

　

Ｋ.外側表示板 Ｇ.制限標識 Ｊ.全幅表示
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●装備の取付け位置 

・Ｇ、Ｊは後方から見やすい位置に取付けてください。 

・Ｋは前後、両端に赤白ラインが「ハの字」になるように取付けてください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（取付け例） 
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※全幅２．５m を超過する場合は、道路管理者（国道：地方道路局、県道：各都道府県、市道：各

市町村）から特殊車両通行許可を得る必要があります。 

 

全長4.7m以下、
全幅1.7m以下、
全高2.0m以下、
最高速度15km/h
以下の場合

上記の寸法
または最高速度
15km/hを1つでも
上回る場合

全幅が2.5mを
超える場合

灯火器取付け位置

車幅灯
前部反射器

尾灯
後部反射器

制動灯
方向指示器

後退灯

灯火器類・ステッカー取り付け例

（ア）

（イ）

（ウ）

灯火器・ステッカー

A.前部反射器

H.速度制限表示

(作業機側)
F.後退灯

C.車幅灯

G.制限標識

B.後部反射器 D.方向指示器

I.速度制限表示

(トラクタ側)

E.コンビネーションランプ

J.全幅表示 K.外側表示板
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●p.12「②トラクタの運行速度」を確認後、速度制限表示が必要な場合は取付けてください。 

 

   例：（ウ）に速度制限表示を追加 

 
●灯火器類取付けの際には、トラクタの操作と連動して点灯することを確認後に公道走行を行っ

てください。また、灯火器類・ステッカーが汚れたときは視認できるように掃除をしてください。 

 

（４）農耕作業用トレーラの構造要件(分離時の連結維持構造)に関して 

農耕トラクタが農耕作業用トレーラをけん引した際に、不意に連結装置（ドローバ等）が分離したとき

でも農耕トラクタと農耕作業用トレーラの連結を保つことができる構造でなければ道路走行できませ

ん。セーフティチェーン等を備え、けん引時にはセーフティチェーン等をねじ止め等でつないで道

路を走行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は日農工「公道走行ガイドブック」(http://www.jfmma.or.jp/koudo.html)をご覧ください。 

その他不明な点は、お買い上げいただいた販売店にご相談ください。 

 

セーフティチェーン 
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（５）公道走行時の注意点  

       本機には、下記部品が標準装備されています。保安基準の緩和により運行速度 

   １５km／h 以下で公道走行することができます。 

 

作業後　　　　励行注油
長期間効率よくご使用頂くため、作業後に
タイトチェーンを回転させながらチェーンに、必ず注油願います。
無注油で使用されると

・所要動力が増加し、作業能率が低下します。・チェーンやレールが摩耗し、耐久性が
　低下します。

００１３０－４２００－６００

意

８ｈ

シアボルトクラッチ

注

・ユニバーサルジョイントのシアボルトクラッチ側を作業機側に取り付けて下さい。
・ユニバーサルジョイントの広角ジョイント側をトラクター側に取り付けて下さい。・上記と反対に取り付けるとジョイントが破損し、傷害を受ける恐れがあります。
・上記と反対に取り付けると作業機の故障の原因となります・

注　　意

　・ＰＴＯを回転させながら急旋回をするとユニバ－サル　　ジョイントを破損する恐れがありますので急旋回時は
　必ずＰＴＯを切ってください。・注意を怠ると傷害発生の可能性があります。

００１３０３１０１１００

００１３０３１０１０９０

 
 

 また、トラクタと作業機を連結するためのセーフティーチェーンと固定用のシャックル 

 を付属しています。作業機をトラクタでけん引して公道走行する際は必ず取付けてくだ 

 さい。取付方法については、P.27 の『セーフティーチェーンの接続』を参照してください。 

 

 公道走行する際はパトライトを取外す必要があります。パトライトベースごとパトライト 

 を取外してから公道走行を行ってください。 
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 公道走行時、車幅灯は機体前方から視認できなければなりません。車幅灯ベースは開いた 

 状態で走行してください。(下図左の通り) 

 (車幅灯ベースの取扱いについては、P.34 を参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 トラクタ運転席に表示する、運行速度表示が付属しています。 

 

 

 

 

 上記、運行速度表示は運転席から確認できる位置に表示してください。 

 ただし、トラクタ後面に表示する運行速度表示及び制限標識は付属されていません。 

 お客様ご自身でご用意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以上、機械の取扱いで注意していただく主だった事項を記載しましたが、これ以外にも 

  本文の中で  印を付けて安全上の注意事項を表記しております。 

運行速度表示（トラクタ運転席用） 

トラクタ後面に表示する 
運行速度表示と制限標識 
は各自ご用意ください 

車幅灯ベースを開いた状態 車幅灯ベースを閉じた状態 

下図の状態で公道走行してください この状態では公道走行できません 
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６．警告ラベルの貼付け位置                                
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③部品コード 001206001350 

 

⑥部品コード 001306000080 

 

④部品コード 001206000750 

    

⑤部品コード 001206000561 

 

⑦部品コード 001306000190 

   

⑧部品コード 001306951010 

    

①部品コード 001204500672 

 

 

②部品コード 001304500601 

 

 

⑨部品コード 001304500910 
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警告ラベルの取扱い注意事項 

 （１）警告ラベルはいつもきれいにして傷をつけないように、また汚れている場合、中性 

洗剤で洗い、軟らかい布で水気を拭いてください。 

 （２）傷ついたり、汚れたり、はがれた場合は、お買い上げの販売店又は当社に注文し新 

しいラベルを元の位置に貼ってください。 

（ラベルをご注文の際は部品コードをご連絡ください。） 

 （３）警告ラベルが貼ってある部品を交換する場合は、新しいラベルを注文して元の位置に 

貼ってください。 

 （４）新しいラベルを貼る場合は、汚れを拭き取り、乾いた面に貼ってください。 

    気泡は隅の方へ押しながら抜いてください。 

⑩部品コード 001306200541 

 

⑪部品コード 001306200360 

 

緊急停止確認ランプ 緊急停止解除スイッチ

警　告

送信機の緊急停止スイッチを押すと”緊急停止確認ランプ”

が点灯し、作業を停止します。

”緊急停止解除スイッチ”を押すと緊急停止を解除し、作業

を再開します。

　”緊急停止解除スイッチ”を押す時は必ずトラクタＰＴＯ

　を切ってください。動力がつながりロールベーラが稼働し

　ますので大変危険です。

⑫部品コード 001208001420 
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本製品の使用目的について 

  本製品は、細断されたコーン及び牧草の梱包にご使用ください。 

使用目的以外の作業や改造などは、決して行わないでください。 

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりません。 

                       （機体銘板貼付け位置図） 

アフターサービスについて 

機械の調子が悪いとき、不調診断に従って 

点検・処置しても、なお不具合があるとき 

は、お買い上げいただいた販売店、農協、 

または、お近くの当社営業所までご連絡く 

ださい。 

 

【連絡していただきたい内容】 

  ●品名と型式 

●機体 No．（ＳＥＲ－Ｎｏ） 

●ご使用状況は？ （どんな条件でどんな作業をしていたときに） 

  ●どれくらい使用されましたか？ （約〇〇アール、または約〇〇時間使用後） 

  ●不具合が発生したときの状況をできるだけ詳しく教えてください。 

※機体№は、上図に示す機体銘板に打刻しております。 

【今後参考のため、次の空欄に機体 No．などを記入しておいてください。】 

品   名 細断型ロールベーラ 

型   式 ＭＲ１０２１Ｒ 

機 体 № 

（SER－№） 
 

購入年月日 年      月     日 

販売店名 

 

 

TEL：   （   ）      
 

車台番号について 

  本製品には、上記機体 No.と関連させて 
  機械の同一性を管理する車台番号が 
  打刻されています。 
  打刻位置と打刻形式は右図を参照ください。 

 
型式 MR1021R 

車台番号 MR1020-＊＊＊＊ 

機体銘板 
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２１ ３ ９１７ １４ １３１８ １９１

５

１５

６９ １０ １１１２１３

８

２０

１６７

４

 

 

番号 名 称         は た ら き                     

１ ヒッチ トラクタと連結する。 

２ けん引フレーム 全体の構造部を保持する。 

３ スタンド ヒッチを上下する。トラクタの脱着時及び保管時に使用する。 

４ ユニバーサルジョイント トラクタからの動力をつたえる。 

５ ホッパー 収穫物を投入・搬送する。 

６ フロントチャンバー 成形室の前部分 

７ リアチャンバー 成形室の後部分 

８ ネットボックス ネットを収納する。 

９ タイヤ 低圧広幅タイヤでほ場を傷めない。 

１０ 油圧ポンプ トラクタの動力より油圧を発生させる。 

１１ 油圧タンク 油圧作動油を入れる。 

１２ ネット装置 ネットでロールベールを梱包する。 

１３ シリンダストップバルブ 
リアチャンバーを上げて点検するときシリンダストッパーで

固定する。 

１４ アジテータ ネットホサキセンサによる制御で収穫物を送り込む。 

１５ 車輪止め 駐車時に車輪止めをしてください。 

１６ 注油タンク 
タイトチェ－ンへ給油するオイルを入れる。（エンジンオイル 

５Ｗ-３０又は１０Ｗ-３０を４ℓ ） 

１７ バルブ操作レバー チャンバー・コンベアを手動で操作する。 

１８ 手動注油装置 

注油レバーを下げると、ホンプの駆動２列チェ－ン（２箇所）

に注油することができる。（エンジンオイル５Ｗ-３０又は１

０Ｗ-３０を１．５ℓ ） 

１９ キッカー ロールベールの放出を補助する。 

２０ 
パトライト［緑色］ ロール成形中に回転し、材料の満了を感知すると停止する。 

パトライト［黄色］ ネット結束中に回転し、ネットが切断されると停止する。 
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１２３ ９

１０ ５ ４ ７ ６８

１１  

 

番号 名 称         は た ら き                     

１ アジテータ回転センサ アジテータの回転を見るセンサ 

２ 電動モータ カムを回転させるモータ 

３ カムスイッチ カムが一回転したことを見るスイッチ 

４ ホッパーホサキセンサ 材料が流れていることを見るセンサ 

５ ネットホサキセンサ コンベアを止める・ネット巻きを見るセンサ 

６ 開センサ チャンバーが開いている事を見るセンサ 

７ 感知センサ チャンバー内の材料の満了を見るセンサ 

８ チャンバー閉Ｌセンサ チャンバーが閉じている事を見るセンサ 

９ ネット残量センサ ネットが残り少なくなった事を見るセンサ 

１０ チャンバー閉Ｒセンサ チャンバーが閉じている事を見るセンサ 

１１ キッカーセンサ ロールを放出した事を見るセンサ 
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５

６

１

３

４

１０

７

８

２９

１１

１２

１３

 

 

番号 名 称         は た ら き                     

１ コントロールボックス ロールベーラの作動を制御する 

２ 受信機 無線の電波をコントロールボックスに送るボックス 

３ 送信機 無線の電波を出すリモコン 

４ 電磁クラッチ 緊急停止時にトラクタから作業機への動力を切断する 

５ 電源ハーネス バッテリから電源を取出す。３０Ａヒューズ付 

６ 延長ハーネス 受信機と電磁クラッチ間をつなぐ 

７ リピートタイ ハーネス接続時、たるまないように縛る（５本付属） 

８ コルゲートチューブ 延長ハーネスを保護する 

９ ストラップ 送信機に取り付ける 

１０ １ｍネット用カラー １ｍ幅ネットを装着する際使用する 

１１ 
パトライト［緑色］ 

パトライトダイに固定した状態で梱包しています 
パトライト［黄色］ 

１２ パトライトダイ 磁石付きであり機体の見えやすい場所に固定し使用してください 

１３ パトライトハーネス パトライトからコントロールボックスへつなぐハーネス 

 

 

 

 

 

付属品 
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停止

開始

停止

非常

供
給

１
６

２
７

３ ４
５

１８

１６ １７ １５ １４ １３ １２ １１

１０
１９

９２５２６

２２

２１２０

緊急 停止 確 認ラ ン プ 緊 急 停止 解 除ス イ ッチ

警　告

送信 機の 緊急 停止 スイ ッ チを 押す と” 緊急 停止 確 認ラ ンプ ”

が点 灯し 、作 業 を停 止し ます 。

”緊 急停 止解 除 スイ ッチ ”を 押す と緊 急 停止 を解 除し 、作 業

を再 開し ます 。

２３

２４

８

操作切替

自動

手動

供給

開始

停止

非常停止手動繰出

タイマーアームが下

開

閉

全開

全閉

電源 供給 満了感知 ネット巻付完了

手動注油ネット異常ネット残量

注油

カウンター

０ ０ １ ２ ０ ９ ０ ０ ０ １ ８ ３

ＦＵ ＳＥ （１ ５Ａ ）

水ぬれ禁止
（ 屋 内 保 管 し て 下 さ い ）

搬送・

チャンバー

りていることを確認

　”緊 急停 止解 除ス イッ チ ”を 押す 時は 必ず トラ ク タＰ ＴＯ

　を切 って くだ さ い。 動力 がつ なが りロ ー ルベ ーラ が稼 働し

　ます ので 大変 危 険で す。

 

 

 

番号 名 称         は た ら き                     

１ 電源ランプ 電源が入っている時赤く点灯 

２ 供給ランプ ロール成形中に点灯 

３ 満了感知ランプ 満了を感知してからチャンバーが開くまで点灯 

４ ネット巻付完了ランプ ネット巻付を完了してからチャンバーが開くまで点灯 

５ ネット残量ランプ ネット残量が少なくなると赤く点灯 

６ ネット異常ランプ ネット装置に異常が発生したときに点灯 

７ 搬送ランプ ロール成形中に収穫物が成形室へ運ばれているときに点灯 

８ 操作切替スイッチ （上側）自動で作業を行う（下側）手動で動かす場合に使用する 

９ カウンター 成形したロール数をカウントする。 

１０ リセットスイッチ カウンターの表示をリセットする。 

１１ 供給スイッチ （上側）ロール成形を始める（下側）ロール成形を中断する 

１２ 非常停止スイッチ ロールベーラの動作を停止する。電源を入れ直す。 

１３ 手動繰出スイッチ ネットを繰出す。 

１４ 注油スイッチ １度押すと１０秒間タイトチェーンへ注油する。 

１５ チャンバースイッチ リアチャンバーの開閉を行う 

１６ 全開ランプ リアチャンバーが全開の時に点灯 

１７ 全閉ランプ リアチャンバーが全閉の時に点灯 

１８ ヒューズ １５Ａヒューズを使用してください 

１９ 電源スイッチ 電源の入切 

２０ 供給開始スイッチ ロール成形を始める。 

２１ 供給停止スイッチ ロール成形を中断する。 

２２ 非常停止スイッチ 非常停止状態になり 26が点灯する。25を押すと解除される。 

２３ 送信ＬＥＤ 送信機のスイッチを押すと点灯 

２４ ストラップ取付穴 付属品のストラップ取付用の穴 

２５ 非常停止解除スイッチ 22 で非常停止状態になった時の解除をする。 

２６ 非常停止確認ランプ 22 を押した時に点灯し、25 を押すと消灯する。 

コントロールボックス 
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●トラクタへの本機の装着は平坦で安定した場所で行ってください。 

  ●二人以上の共同作業では、お互いに声を掛け合うなどして、安全を確かめ合いながら 

作業してください。 

  ●電磁クラッチ、ユニバーサルジョイントは、必ずトラクタのエンジンを止め、ＰＴＯ 

クラッチを切ってから確実に接続してください。 

以上のことを守らないと傷害発生の恐れがあります。 

 

１．装着のしかた 

◆ ドローバへの装着  

① トラクタのドローバを一番短い位置に

してください。 

② スタンドのハンドルを操作して本機を

ほぼ水平にしてください。 

③ トラクタを後進し、本機のヒッチ高さ

をトラクタのドローバ高さに合わせて

ください。 

メモ 

ヒッチを１８０度回すと２０mm の微調整

ができます。 

 

④ トラクタを前後進し、ドローバの穴位

置にヒッチ穴を合わせてヒッチピンで

確実に装着してください。 

    
  

◆ スタンドを上げる 

スタンドを短く縮めてからスタンドのス

トッパーピンを抜き取り、スタンド本体を

けん引フレームから取り外してください。

外したスタンドは、スタンド格納部へ取り

付け、ストッパーピンを入れロックしてく

ださい。 

 

①

② ③

ハンドル

スタンド格納部

ピン

 

 

２．セーフティーチェーンの接続 

◆ 作業機を農耕トラクタでけん引して公道 

  走行する際はセーフティーチェーンでの 

  連結が必要です。 

  セーフティーチェーン 1本とヌケドメピ 

  ン付きのシャックル 2個を付属していま 

  す。本機をトラクタでけん引し公道走行 

  する際は、必ずチェーンで作業機とトラ 

  クタを連結した状態で走行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
警 告 

セーフティーチェーン シャックル 
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 ①セーフティーチェーンの片端をシャッ 

  クルを使用して本機ケンインヒッチに 

  固定します。 

 

 

 ②セーフティーチェーンをトラクタのド 

  ローバ部に回しかけトラクタから外れ 

  ないようにします。 

 

 

注意 

 シャックル固定後は必ずヌケドメピンを 

 入れ、抜け止めしてください。 

 旋回時にセーフティーチェーンがドロー 

 バ等に引っかからない事を確認して下 

 さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．電磁クラッチの取付け 

図のように作業機ＰＴＯ軸へ装着してくだ

さい。 

 

①電磁クラッチを確実にロックがかかるま

で作業機ＰＴＯ軸に差し込んでください。 

 

②回り止めチェーンを必ずかけ、チェーンが

たるまないように調節してください。 

 

 

 

４．ユニバーサルジョイントの取付け 

作業機側に取り付けてから、トラクタＰＴＯ

軸に確実に取り付けてください。 

ジョイントは専用のものを使用してくださ

い。 

 

注意 

下図のようにクラッチ側を作業機に取付

けてください。 
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◆ユニバーサルジョイントの長さ確認 

ジョイントの長さは本機が旋回するときに

変化します。先にジョイント長さが長すぎ

ないかを確認してください。 

 長すぎるときは、下図の寸法が確保できる 

ように切断してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 作業時のジョイント角度は作業機側で 

最大２５°（度）、トラクタ側ワイドアン

グル側で６０°（度）を越えないよう調

整してください。 

２５°（度）及び６０°（度）を超える

とジョイント破損の原因となります。 

 

◆カバー回転止めチェーンで固定を 

ユニバーサルジョイントのカバーが回転し

ないように、チェーンに余裕をつけて、し

っかりと固定してください。 

 

 

◆急旋回注意 

ＰＴＯを回転させながら急旋回をすると、

ユニバーサルジョイントを破損する恐れが

ありますので、急旋回時には必ずＰＴＯを

切ってください。 

 

５．コントロールボックスの接続 

◆コントロールボックスの電源は、トラクタ

のバッテリより取出します。トラクタのキ

ースイッチは通さないで下さい。 

●接続できるバッテリの電圧は 12Ｖです 

24Ｖのバッテリには接続しないでくださ

い。 

間違って接続すると、コントロールボック

ス内部の機器が破損します。 

 
 

●電源コード 

 （＋）（－）の接続を間違えないように 

白色線はバッテリの（＋）へ接続 

黒色線はバッテリの（－）へ接続 

注意 

（＋）（－）の接続を間違えると、コントロ

ールボックスのパイロットランプは点灯

しません。 

バッテリの容量不足はコントロールボック

スの誤動作の原因になります。十分に充電

されたバッテリを使用してください。 

 

 

接続の順序は、（＋）側から行ってく 

ださい。また、取外すときは、（－） 

側から行ってください。 

逆にすると、火花が飛び危険です。 

 

 

 

 

 
警 告 
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◆配線の接続 

電源コードと作業機側コードをそれぞれ

コントロールボックスに接続します。 

細い電源コードを使用するとコードの発

熱・コントロールボックスの誤作動を引き

起こす恐れがありますので、タカキタ指定

の電源コードを使用してください。 

配線が作業の邪魔にならないようにトラ

クタに固定してください。 

 

◆電源ランプの点灯確認 

配線接続が終了したら、スイッチを入れ電

源ランプが点灯することを確認してくだ

さい。 

電源ランプが点灯しないときは、電源コー

ドのヒューズが切れていないか、バッテリ

の（＋）と（－）が逆になっていないか、

コネクタがきちんと差し込まれているか

を確認してください。 

 

◆作業終了後は取外して屋内保管 

作業終了後は、コントロールボックスから

電源コード・延長コードのコネクタより切

り離し、水などがかからない屋内に保管し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．送受信機の取り扱い 

◆受信機の接続 

図のように各部へ接続してください。 

配線はリピートタイでたるまないように縛

ってください。 

 

 

◆送信機の電池交換 

 送信機のスイッチを押しても送信ＬＥＤ

が点灯しない場合や、著しく暗くなった場

合は電池交換が必要です。 

送信機裏側の電池蓋をコインなどで外し電

池交換します。電池は市販のコイン型リチ

ウム電池ＣＲ２０３２を使用してください。 

電池は＋－極を確認の上、正しく装着して

ください。 

 電池蓋の装着は、外す場合は「OPEN」、つ

ける場合は「CLOSE」方向にコインなどで

蓋を回してください 

 

 

無線機の取扱説明書も同梱しております 

ので、ご使用前には必ずあわせてお読み 

ください 

 
注 意 
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１．タイトチェーン注油装置の取扱い 

 ◆作業前に必ず注油してください。 

  タイトチェーンに十分注油してくださ

い。 

 ◆油の残量に注意 

  作業中は供給開始ごとに５秒間自動的

に注油されます。 

  注油タンク内の油残量には、特に注意

して、少なくなれば補給してください。 

 

注 意 

  注油タンクの油不足によりタイトチェ

ーンに注油されない状態で作業すると、

動力負荷が急増してチェーンの摩耗が

多くなり寿命を低下させますので、無

注油状態での使用は絶対に行わないで

ください。 

◆作業前にはノズルの清掃を行ってくだ

さい。 

 注油ノズル部にはゴミが付着すること

があり、そのまま使用されますと、チ

ェーンへの注油がされていないことが

ありますので、定期的に左右のノズル

先端部に付着したゴミを清掃してくだ

さい。  

 

 

点検・清掃は必ずエンジンを止めて 

から行ってください。 

これを怠ると重大な傷害発生の恐れ 

があります。 

 

２．満了感知装置の取扱い 

 ◆満了感知装置の装備位置 

  下図に示すように進行方向左側に装備
しています。 

 

 

◆満了感知装置の作用 

梱包圧力を感知する装置で、圧力感知

と同時にブザーを鳴らし、前コンベア

停止及びロール感知ランプが点灯し、

ネットが自動的に繰り出しされます。 

注 意 

  感知装置は出荷時に調整済みですので

調整しないでください。 

  調整すると機械の破損の原因となった

り、十分なロール形成ができないこと

になりますので、絶対に調整しないで

ください。 

 

３．シリンダストップバルブの取扱い 

◆油圧シリンダをロックし、下降防止を

します。 

点検・整備・清掃などでチャンバーを

開けたままで作業するときは、必ず左

右のシリンダにあるストップバルブの

レバーを閉の方向に回してシリンダを

ロックしてください。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
警 告 

注意 

 再びチャンバーの開閉をする時は、必

ずバルブを開の方向にしてください。 

 

 

チャンバーを開けた時は必ずストップ

バルブを閉め、シリンダをロックして

ください。 

これを怠ると重大な傷害発生の恐れが

あります。 

 
警 告 
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４．梱包圧の調整 

◆ネット装置のバネ調整によりロールの 

梱包圧を適正に調整することができます。 

ネット張力が強すぎて破れるトラブルが 

発生したときは“低”の位置に掛け替え 

て作業をおこなってください。 

 

５．ネット装置のスライド 

◆ネットの装着やメンテナンスの際にはネ

ット装置をスライドすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．カバーを開く 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．駆動ベルトを外す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．固定金具を外す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．取っ手を握り、ネット装置を手前に 

 引張り出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警 告 

ネット装置をスライドするときは必ず

ＰＴＯを切り、エンジンを停止させて

ください。 

これを怠ると重大な傷害事故を引き起

こす恐れがあります。 

 

注 意 

・ ネット装置をスライドする場合は、

スライド部分に手などをはさまない

よう特に注意してください。 

・ 切断用のナイフがありますので手を

切らないように特に注意してくださ

い。 

・ 二人以上の共同作業では、お互いに

声を掛け合うなどして、安全を確か

め合いながら作業してください。 
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６．ネットをセットする 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆使用できるネットは１.０又は１．２ｍ幅 

  ネットです。 

１． 梱包圧調整部の①リンチピンを外し、

②レバーをプレートから外す。 

 

２． フックを③方向に持ち上げ、アームを

④方向に引き出し、ドラムを⑤方向に

抜き出す。 

 

 

 

３． アームにカラー⑥を入れる。 

（１．２ｍ幅ネット装着時は不要） 

４． ドラムにネット⑦を図１の巻き方向で

差し込む。 

５． アームにカラー⑧を入れる。 

（１．２ｍ幅ネット装着時は不要） 

６．アームにドラムを右に回しながら⑨   

押し込む。 

 

７． ネットを図２のように１ｍ程度引き出

す⑩。 

８． アームを戻し⑪、フックで固定する。 

９． ネットを束にして図３のように通す。 

 

１０．繰出ローラーを回してネットをきっ

ちり張ると下より２０ｃｍ程度ネッ

トが出る状態⑫になります。 

 注 意 

・ネットを通す場合は、切断用のナイフ

がローラーの後にありますので手を切

らないように特に注意してください。 

・ネットの種類によりトラブルが出るこ

とがありますので必ずタカキタ指定の

ネットを使用してください。 
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１１．梱包圧調整部のレバーをプレートの

元の位置に戻す。ブレーキ解除時、

プレート裏側のバネが外れる場合が 

あるので、ブレーキ復帰時、必ずバ

ネの確認をしてください。なお、外

れた状態で使用すると、ネットブレ

ーキがかかりません。 

 
 

７．使用時にこれだけは守りましょう 

ナイフの刃こぼれがある場合は、交換

してください。 

ネットは紙筒を使用している為、水濡

れ厳禁です。また、屋外保管の場所は、

ネットを取り外し屋内で保管してくだ

さい。 

 

８．使用できるネット 

 ・タカキタ指定のネットを使用してくだ

さい。ネットの種類によりトラブルが

でることがあります。必ず指定ネット

を使用してください。 

  ネット（別売品）は当社で準備してお

ります。 

 

・ネットの幅寸法 

  ネットの幅寸法を確認してください。

下記のネットしか使用できません。 

  １．０３ｍ幅ネット(タカキタ指定のみ) 

１．２３ｍ幅ネット(タカキタ指定のみ) 

    

 タカキタ指定ネットは、ネットの芯が

ネットブレーキ装置に適した硬い紙筒を

使用しています。 

９．車幅灯ベースの取扱い 

  作業機前方に装備されている車幅灯 

  ベースは可動式になっています。 

  作業される時は下記に従ってベースを 

  収納した状態で作業してください。 

 
 ①ベース下部のノブボルトを緩め、 

  ベースが動く状態にします。 

 

 ②ベースを下図位置に動かしノブボルト 

  を締めます。 

 
 

注 意 

  公道走行する際はベースを開いた状態 

  にして走行してください。 

 

１０．パトライトの取扱い 

  パトライトは磁石付きのベースに固定 

  されています。作業機の視認しやすい 

  位置に取付けてご使用ください。 

 

注 意 

  作業機にパトライトを取付けた状態で 

  公道走行することは禁止されています。 

  パトライトを作業機から外しトラクタ 

  に収納してから公道走行してください。 

   

車幅灯ベース 

ノブボルト 

車幅灯ベース 
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１．作業手順と要点                                  

 作業前に 

 ネットをセットする 

 各部の給油をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクタへの装着 

各部の調整と操作 

ＰＴＯを４００min－１

 
に入れる 

 

 

 

ブザーが『ビ――――』と鳴る 

ドローバへの装着と調整 

電磁クラッチの取付け 

ユニバーサルジョイントの取付け 

コントロールボックスの取付け 

 

メモ 

ホッパー一杯でロール２個の容量

があります。材質によって、アジテ

ータの回転が阻害され、ロール成形

に時間がかかる場合があり、その場

合は投入量を調整してください。 

１ロール目のみ。２ロール目以降

は不要。 

準備 

収穫物をホッパーへ投入する 

コントロールボックスの供給スイ
ッチを開始側へ倒す 
または送信機の供給開始スイッチ
を押す 

成形室が満了となり、ネットを巻

き始める（自動） 

チャンバーが開く 

ロールベーラ部分が稼動し、作業を
開始する 

成形室が満了となり、ネットを巻

き始める（自動） 

ロールが放出される （自動） 

チャンバーが閉じる 

ベールカウンタのリセット 

コントロールボックスのセット 

・コントロールボックス：自動 

ネットが切れるとチャンバーが開く

（自動） 
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作業を中断する場合は、以下の手順に従ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ベールカウンタのリセット                                     

 

作業前に記憶している残カウントをリセット 

して「０」にします。 

 

 

 

 

 

コントロールボックスの供給スイ
ッチを停止側へ倒す 
または、送信機の供給停止スイッチ
を押す 

メモ 

急な供給停止はチャンバー内に材

料が残るので、ネットを巻き終りロ

ール放出を行った後、供給停止を行

ってください。 

ＰＴＯの回転を落し、ＰＴＯを切る 

 

 

 

緊急で止める必要がある場合はコ

ントロールボックスの非常停止ボ

タンまたは送信機の非常停止ボタ

ンを押してください。 
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 作業の安全確保と、故障を未然に防ぐには、機械の状態をよく知っておくことが大切です。 

 作業前の点検は、欠かさず行ってください。 

 

 

 ●取外したカバー類は必ず取付けてください。衣服が巻き込まれたりして危険です。 

 ●点検・整備をするときはＰＴＯを切り、エンジンを停止させて回転が止まってから 

行ってください。 

 

№ 作業前の点検項目 内   容 
参照 

ﾍﾟｰｼﾞ 
ﾁｪｯｸ ﾁｪｯｸ 

１ 油圧作動油 油圧オイル交換・補充 ３９   

２ ミッションオイルの交換 １００時間毎にオイル交換 ４３   

３ 油圧ホース等のオイル漏れ 漏部の増締めし再チェック ―   

４ 伝動チェーンのゆるみ たわみ量調整 ―   

５ タイトチェーンの張り調整 伸びている場合は張る ４５   

６ 
タイヤホイルのハブナット

のゆるみ 

ゆるんでいるときは締める 

締付トルク：235～284N・m 
― 

 
 

７ タイヤの空気圧、傷の確認 空気圧不足のときは空気補充 ３８   

８ 電装ハーネス 断線およびカプラのチェック ―   

９ 電装系の確認 動作を確認 ４０   

１０ チェーンの注油 チェーンにオイル注油 ４１   

１１ 
グリスアップ・グリス塗布・

注油 
図表に従って行ってください ４８ 

 
 

１２ 予備シェアボルト 不足のとき補充 ３８   

１３ 各部のボルト・ナット ゆるんでいるときは締める ―   

１４ タイトバーボルト・ナット ゆるんでいるときは締める ４４   

№ 作業後の点検項目 内   容 
参照 

ﾍﾟｰｼﾞ 
ﾁｪｯｸ ﾁｪｯｸ 

１ 清掃 機材の掃除 ４２   

２ ネット切断ナイフ 
破損しているときは新品と交

換 
― 

 
 

 

点  検  メ  モ 

 

 

 

 

 

 

 警 告 
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１．タイヤの空気圧の調節及び摩耗、損傷 

◆作業前にはタイヤの空気圧を確認してくだ

さい 

 

 

●タイヤの空気圧は取扱説明書に記載 

 している規定圧力を必ず守ってくだ 

 さい。 

 空気の入れ過ぎは、タイヤ破損の恐れ 

 があり死傷事故を引き起こす原因にな 

 ります。 

 ●タイヤに傷があり、その傷がコード（ 

  糸）に達している場合は、使用しない 

  でください。 

  タイヤ破損の恐れがあります。 

 ●タイヤ・チューブ・ホイールなどに関 

  する交換・修理などは、十分な整備施 

  設をもち、特別教育を受けた人がいる 

  タイヤショップ等の専門店に依頼して 

  ください。 

 

  外観からタイヤの空気圧を判断する目 

  安は次のとおりです。 

 

 

  

◆タイヤのサイズと規定空気圧 

  タイヤサイズ（チューブレスタイヤ） 

  １１.５／８０－１５ ８プライ 

  空気圧 

常圧タイヤ内圧 ３．０kgf／cm2以下 

 

２．ヒューズの交換 

電源が入らない場合は、ヒューズが切れて

いる可能性があります。点検し、切れてい

れば交換してください。 

コントロールボックスのヒューズ 

  １５Ａ １ケ 

電源コードのヒューズ 

３０Ａ １ケ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．シェアボルトの交換   

ロールベーラ部に過負荷がかかったとき

にユニバーサルジョイント部、または駆動

スプロケット部のボルトが切断され、本体

の損傷を防止します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

◆シェアボルトのサイズは下記の通りです。 

  

ジョイント部（通常作業用） 

  ボルト Ｍ６×４０（８Ｔ） 

  ナット Ｍ６ナイロンナット   

  

シェアボルトを交換しても作業が復旧

できない際は復帰用のボルトを使用し、

復帰してください。 

 

 
警 告 

セット 
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ジョイント部（作業復帰用） 

ボルト Ｍ６×４０（１１Ｔ） 

  ナット Ｍ６スプリングナット 

 

 注 意 

  シェアボルトは通常作業用のボルト以

外では絶対に作業しないでください。 

 

駆動スプロケット部（通常作業用） 

ボルト Ｍ８×４０（８Ｔ） 

ナット Ｍ８ナイロンナット 

 

 ◆シェアボルトが切断されたら 

  過負荷になっている原因を取り除いて

ください。 

  主な原因は以下になりますので、確認し

てください。 

 

 

 

１．駆動チェーン、タイトチェーンに確

実に注油がされているか確認して

ください。 

２・感知センサが定位置で確実に反応し

ているか確認してください。 

 

◆ボルトが切断されたら交換してくださ

い。 

  切断されたボルトを除去して、ボルト穴

を合わせてからシェアボルトとユルミ

ドメナットを確実に締付けてください。 

 

 

シェアボルトの交換を終え、再度作業 

を再開する時は、試運転のときと同様 

にゆっくりとＰＴＯを入れてください。 

   

 

 

４．油圧作動油                                   

点検、補給はエンジン始動前に行ってください。 

不足している場合は、適時補給してください。 

油はＪＩＳ Ｋ ２２１３添加タービン１号または２号相当品をご使用ください。 

タンク容量は３０ℓです。 

また、定期的にオイルの汚れおよび、オイルフィルタエレメントの点検をして下さい。 

交換時期は１００時間毎です。 

 
 ISO 

VG 

ジャパン 

エナジー 
出光興産 日本石油 コスモ石油 三菱石油 

昭和シェル 

石油 

本州 

向け 
68 

ハイドラックス 

68 

スーパーハイ

ドロ 68A 

スーパー 

ハイランド68 

スワフルード

68 

ダイヤモンド 

パワーフルード 68 

シェルテラス 

オイル 68 

北海道

向け 
32 

ハイドラックス 

32 

スーパーハイ

ドロ 32A 

スーパー 

ハイランド32 

スワフルード

32 

ダイヤモンド 

パワーフルード 32 

シェルテラス 

オイル 32 

 

注 意 

●不燃性作動油は使用できません。 

●寒冷地では耐寒性作動油をご使用ください。 

●工場出荷時はスーパーハイドロを使用しています。 

 

 

 

 
注 意 

セット 

セット 
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５．電装系の確認             

 作業前には必ず以下の手順に従って電装系

の確認を行ってください。 

 

①コントロールボックスの電源を入れて 

以下を確認してください。 

・電源ランプが点灯している。 

・チャンバー開ランプが消灯している。 

・チャンバー閉ランプが点灯している。 

 

 

②コントロールボックスの「供給開始」ボ

タンを押して以下を確認してください。 

・緑色のパトライトが点灯する。 

 

③感知センサのア－ムを軽く引張り、以下

を確認してください。 

・感知ブザーが鳴る。 

・カムギアが一周して止まる。 

・ブザー（断続音）が鳴り、エラー 

になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④電源を入れ直してください。 

 

⑤確認作業が終われば、コントロールボッ

クスの電源を切ってください。 

６．感知センサの確認           

◆満了感知装置の装備位置 

  下図に示すように進行方向左側のサイ

ドカバーの内側に装備しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  M6 ナットを緩め、M6 ボルトを緩み方向

に回し感知した位置から 3回転戻し、再

度 M6 ナットでロックしてください。 

 （調整後、センサーアームを手で動かし 

 2～3ｍｍ動かし感知することを確認して 

 ください。） 

 

注意 

  感知装置は出荷時に調整済みですので、

再調整する場合は販売店まで連絡して

ください。 

 

７．チャンバー開センサの調整            

 

 

 トラクタのエンジンをかけたまま調整 

しますと重大な事故が起こる可能性が 

ありますので、必ずＰＴＯを停止させ、 

エンジンを止めた状態で行ってください。 

 

  

 

 

 

 

 

Ｍ６　ナット

Ｍ６　ボルト

センサーアーム

Ｍ６　ナット

Ｍ６　ボルト

センサーアーム

カムギア 
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●調整のしかた 

 ①センサを取り付けているステーのボル

トを緩める。 

 ②センサどうしの距離を３～５ｍｍに調

整する。 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ステーのボルトを締める。 

 

８．チェーンの注油             

作業前には必ず以下の手順に従って各部チ

ェーンに注油してください。 

 

①それぞれのオイルタンクにオイルを入

れてください。なお、オイルはエンジン

オイルＳＡＥ５Ｗ-３０又は１０Ｗ-３

０を使用してください。 

・タイトチェーン用オイルタンク（４ℓ）

にオイルを補給してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポンプ駆動チェーン用オイルタンク  

 （１．５ℓ）にオイルを補給してください。 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

・ 無給油で運転するとオイルポンプ及び

モータの故障になるので絶対に行わな

いでください。 

・ タイトチェーンの注油ポンプは自給式

を採用していますので、タンク内が空

になった際もオイルを補給すればエア

抜きなしでオイル供給ができます。ま

た、コントロールボックスに注油スイ

ッチを設けていますのでスイッチの長

押しでオイルの吸い込みを確認してく

ださい。 

・ 粘度の高いオイルはモータの故障の原

因になるので使用しないでください。 

・ 給油前に給油ノズル先端のゴミを取除

いてください。 

 

②トラクタのＰＴＯを低速で回転させてく

ださい。 

 

③注油ボタンは一度押すと１０秒間（注油

している間、搬送ランプが点滅）タイト

チェーンに注油を行います。タイトチェ

ーンは一周するのに２０秒程かかるので、

注油ボタンを１回押し搬送ランプの点滅

が消えた後、もう 1 度供給ボタンを押し

て、タイトチェーンに注油してください。 

 

 

④ポンプ駆動チェーン用オイルタンク付近

にある手動ポンプを５回程下方向に押し、

ポンプ駆動チェーンに注油してください。 

オイルタンク 

注油ボタン 

センサ 
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⑤各部の駆動チェーンに注油してください。 

 

 

⑥トラクタのＰＴＯを切ってください。 

 

９．清掃                 

作業後には必ず以下の手順に従って清掃を

行ってください。 

 

①トラクタをアイドリング状態にし、ＰＴ

Ｏを入れてください。 

 

 ②コントロールボックスの「チャンバー開

スイッチ」でチャンバーを開けてくださ

い。 

 

 ③必ず左右のシリンダをロックし、 

チャンバーが下がらないことを 

確認してください。 

 

 ④ＰＴＯを切ってください。 

 

 ⑤リンチピンをとりカバー中の 

堆積物を取り出し、掃除をして 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 意 

掃除をしないままにしておきますと堆積し

た収穫物が腐敗し雑菌がロールに混入、サ

イレージ品質を劣化させる恐れがあります

ので掃除を必ず実施してください。 

 

⑥ロックカナグのセンサ付近を掃除してく

ださい。材料等が固着すると、感知が不

安定になることがあります。 

 
 

⑦コントロールボックスの「チャンバー閉

スイッチ」でチャンバーを閉じてくださ

い。 

リンチピンを外す 

カバーを開く 
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１０．ミッションオイルの交換       

使用１００時間ごとに全量を交換してくだ

さい。使用するオイルはギヤオイル＃９０

を０．５ℓです。 

 必ず以下の手順に従ってオイル交換を行

ってください。 

 

①下図３のドレンプラグを外し、使用済み

オイルを抜いてください。オイル抜いた

後、新しいシールテープを巻いたドレン

プラグを取付けてください。 

 

②下図１のオイルキャップ、２のドレンプ

ラグを外し、２の穴からオイルが出ると

ころまで新しいオイルを入れてください。

オイルキャップと新しいシールテープを

巻いたドレンプラグをそれぞれ取り付け

てください。 

 

 

１１．オイルフィルタの掃除  

１００時間毎にオイルフィルタのエレメ

ント（P-LND-08-150K）を交換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．車輪止め 

駐車時は、必ず車輪止めでタイヤの歯止

めをしてください。また、使用後はフレー

ム部へ格納してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３．長期格納時の手入れ             

 ●付着した泥やほこり等を落とし、巻き付

いた草等を取除いてください。 

 ●各回転・摺動部やチェーン類には十分注

油し、さびないようにしてください。 

 ●塗装のはがれた部分には、補修塗料を塗

って、さびが出ないようにしてください。 

 ●各部のボルト・ナットがゆるんでいない

かを確認し、ゆるんでいるときは締めて

ください。 

 ●格納は、雨やほこりのかからない屋内に

保管してください。 

 ●格納は平坦な所で保管してください。 

 

 

 

 

本機をトラクタから切り離したとき

も、必ず車輪止めで歯止めをしてくだ

さい。本機が動き、思わぬ事故の原因

になります。 

これを怠ると重大な傷害事故を引き起

こす恐れがあります。 

 
警 告 
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１４．タイトバーボルト・ナットの点検       

 定期的にタイトバーボルト・ナットの緩み

点検を行って下さい。 

 

・点検の目安（ロール個数） 

   初回 約 1000 個での実施 

   以降 約 2000 個での実施 

 

 緩みがある場合は増し締めを行なってく

ださい。 

 緩みが酷い場合（増し締め時に１回転以上

回る場合）はボルト・ナットを新品に交換

して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

  タイトバーボルト・ナットが緩んだ状 

  態で作業を続けるとタイトバー・タイ 

  トチェーンの破損に繋がる恐れがあ 

  ります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５．送信機の登録方法                

以前使っていた送信機から新しい送信機

へ買い換えた際に、コントロールボックス

へＩＤ登録をする必要があります。 

 

●登録方法 

①受信機のカバーを外してください。 

 

②受信機内部のスイッチを押したまま、 

   コントロールボックスの電源を入れ

てください。 

 

③受信機内部のＬＥＤの点滅を確認した

ら、スイッチを離して送信機の供給開

始スイッチを押してください。 

 

 

  ④受信機内部のＬＥＤが消灯したら、 

ＩＤの登録が完了します。 

コントロールボックスの電源を切り、

再度電源を入れると通常通り使用可

能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 警 告 

 スイッチ 
ＬＥＤ 
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約
１

０
ｍ

ｍ

約
１
０
ｍ
ｍ ナ ッ ト

ボ ル ト

ナ ッ ト

ボ ル ト

１６．タイトチェーンの張り調整 

下図のように､“タイトチェーンの標準張り位置

のマーク”が付いていますので、タイトチェー

ンが伸び標準位置より前に来た場合、次の要

領で調整してください。 

 

① １ロックナットを緩めてください。 

 

② ２タイトチェーンの標準張り位置の マー

ク”と３シメツケプレートの中心が合う位置

まで、１ロックナットを締込み４テンションス

クリューでタイトチェーンを張ってくださ

い。 

 

③ 調整後にロックナットを締め、空回しして、

マークの位置を確認してください。 

 

 

 
 

注 意 

  チェーン張り調整は、チャンバーを閉じた 

  状態で行ってください。調整は必ず左右共 

  に行い、左右の引張り量を合せてください。 

１７．コンベアチェンの張り調整        

◆ ロールベーラホッパ部 

ボルトを回して、バネの長さを約５０ｍｍ

にして下さい。 

 

※左右均等に調整してください。 

 

１８．ローラチェーンの張り調整           

注意 

ローラチェーンは特に初期伸びをします。

初めての使用から １０ 時間後、下記に従

って、張り調整を行ってください。 

 

◆ アジテータ駆動チェン 

チェンの矢印で示した部分のたわみ量が、

約１０ｍｍに、調整してください。 

 

●調整のしかた 

① ボルト・ナットを緩める。 

② たわみ量を調整する。 

③ ボルト・ナットを締める。 
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◆ タイトバー駆動チェーン 

チェーンの矢印で示した部分のたわみ量

が、約１０ｍｍに、調整してください。 

 

●調整のしかた 

①ボルト・ナットを緩める。 

②たわみ量を調整する 

③ボルト・ナットを締める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ コンベアベルト駆動チェーン 

バネ寸法が約１９ｍｍに、調整してくださ

い。 

 

●調整のしかた 

①ボルト・ナットを緩める。 

②たわみ量を調整する。 

③ボルト・ナットを締める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナット 

約１０ｍｍ 

ボルト 

約１０ｍｍ 

ナット 

ボルト 

バネ寸法 19mm 

ナット 
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１９．コンベアベルトの張り調整      

●調整のしかた 

①Ａのナットを緩める。 

②Ｂのボルトを回してバネの寸法を 

２２ｍｍに調整する。 

③Ａのナットを締める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 意 

ローラーに材料が詰まっている場合は、掃

除をしてから、テンション調整を行ってく

ださい。 

ローラーやコンベアベルトが破損する恐

れがあります。 
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２０．グリスアップ・グリス塗布・注油　　　　　　　　

図表に従って各部にグリスアップ・グリス塗布・注油を行ってください。

対処方法 No. 名　称 箇　所 時期
1 アジテータ軸受け 左右　各２ ２０時間毎
2 ミッション横軸受け 左右　各１ ２０時間毎
3 ミッション縦軸受け １ ２０時間毎
4 ベルトコンベア軸受け 左右　各４ ２０時間毎
5 コンベア軸受け 左右　各２ ２０時間毎
6 タイトチェ－ン軸受け 左右　各４ ２０時間毎
7 チャンバー開閉支点 左右　各１ ２０時間毎
8 シリンダ支点 左右　各３ ２０時間毎
9 カムギア １ ２０時間毎
10 ロールベーラスタンド １ ２０時間毎
11 ジョイント可動支点 前後　各１ ２０時間毎
12 タイトチェ－ンテンション軸 左右　各１ ２０時間毎
A ベルトコンベアスラスト部 左右　各１ ２０時間毎
B タイトチェ－ンスラスト部 左右　各１ ２０時間毎
C ロールベーラスタンドスラスト部 １ ２０時間毎
D ジョイントスラスト部 １ ２０時間毎
a タイトチェ－ン 左右　各１ 作業前
b ポンプ駆動２列チェーン ２ 作業前
c アジテータ駆動チェーン ２ 作業前
d 駆動チェーン ３ 作業前
e ベルトコンベア駆動チェーン １ 作業前
f ネジタイマー軸 １ ２０時間毎
g スライドカナグのスラスト部 左右　各１ ２０時間毎

- 48 -

注油

グリス
塗布

グリス
アップ

警 告
点検・調整をするときは必ずＰＴＯを切り、エンジンを停止させてください。
これを怠ると重大な傷害事故を引き起こす恐れがあります。
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不 調 内 容 診  断 処  置 
参 照 

ﾍﾟｰｼﾞ 

●電源ランプが点灯

しない 

●ヒューズが切れている。 ●ヒューズを交換する。 
２６

３８ 

●緊急停止状態になっている

（受信機の緊急停止確認ラ

ンプが点灯）。 

●トラクタＰＴＯを切り受信機

の緊急停止解除スイッチを押

す。 

２６ 

●供給開始スイッチ

を押しても動かな

い。 

●コントロールボックスの電

源ランプが点いていない。 

●電源を入れる。 

●受信機とコントロールボック

スの接続を確認する。 

２６ 

●コントロールボックスのチ

ャンバー閉ランプが点いて

いない。 

●チャンバーを閉める。 

－ 

●受信機との距離が離れすぎ

ている。 

●送信距離を伸ばしたい場合

は、同梱されているアンテナ

を取付ける。 

－ 

●コントロールボックスの動

作切替が“手動”になって

いる。 

●“自動”に切替える。 

２６ 

●緊急停止状態になっている

（受信機の緊急停止確認ラ

ンプが点灯）。 

●トラクタＰＴＯを切り受信機

の緊急停止解除スイッチを押

す。 

－ 

●受信機よりアンテナ線が抜

けている。 

●受信機とアンテナ線の接続を

確認する。 
３０ 

●電磁クラッチの配線（４Ｐ）

が抜けている。 

●接続を確認する。 
３０ 

●送信機の電池切れ。 ●電池交換を行う。 ３０ 

● タイトチェーンが

異常に振動する 

● シェアボルトが頻

発して切れる 

●タイトチェーンの油切れ 

●注油する。 ４１ 

●注油タンクの油量を確認す

る。 
４１ 

●ホンプ駆動チェー

ンがバタ付く 

● チェーンの油切れ 

● テンションバネの伸び 

●手動ポンプで注油する。 

●テンションバネを交換する。 
４１ 

●リアチャンバーが

開かない 

●ネットが巻き終わってい

ない 
●ネットを手動で再度巻く。 ２６ 

●コントロールボックスの動

作切替が“手動”になって

いる。 

●“自動”に切替える。 

２６ 

●油圧ポンプが回っていな

い 
●トラクタＰＴＯを回す － 

●アジテータの逆転

が頻発する 
●材料の入れすぎ 

●入れる量を減らす。 

●アジテータ上から投入せず、

ホッパー前に材料を入れる。 

－ 

●リアチャンバーが

閉まらない 

●前後チャンバーの合わせ

部に材料がたまっている 
●掃除をする。 － 
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不 調 内 容 診  断 処  置 
参 照 

ﾍﾟｰｼﾞ 

●ネットが繰り出さ

ない 

●ハーネスの接続不良 ●端子部分を掃除し接続する － 

●駆動ベルトが外れている ●取り付ける － 

●電源容量不足 
●バッテリから付属のハーネ

スで直接取り出す 
２９ 

●ネットの切れが 

悪い 

●ナイフが切れなくなって

いる 
●ナイフの交換 ５３ 

●ネットがゴムロー

ラに巻きつく 

●結露・水滴によるゴムロー

ラへの付着 
●水分をふきとる － 

●ロールの形状がテ

ーパー状になる 

●ホッパーへの投入が左右

均等でない 

●左右均等に投入する － 

●ホッパーに十分な量を投入

してから（ためてから）作業

を行う 

３５ 

●パトライトが点灯

しない 
●電球が切れている ●電球を交換する ５３ 

●ロールが軟らかい ●ネットの結束力不足 ●ネットの再調整 ３２ 
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青 黄 赤
ネット
異常

ネット
残量

全開 全閉 緑 黄

表示の状態になっていない場合は、手動レバー操作でチャンバーを閉めてください。

青 黄 赤
ネット
異常

ネット
残量

全開 全閉 緑 黄

説明：緊急停止する必要がある場合は、コントロールボックスの「非常停止」ボタンを押してください。
解除：電源を入れ直すと、非常停止を解除することができます。
　　　リモコン仕様の場合、「緊急停止解除」スイッチを押すと、非常停止を解除することができます。
説明：ホッパーの材料をロール成形室に送り込んでいます。
解除：コントロールボックスの「供給停止」スイッチを押すと供給を停止することができます。
説明：材料が成形室一杯になったのを感知したので、ネットを送り込み結束します。
　　　　※ 成形室が一杯になっていないと結束できませんので、注意してください。
説明：ネットの結束が完了しました。この後、チャンバーが開きますので、注意してください。
　　　　※コントロールボックスが「自動」になっている場合、急にチャンバーが開きますので、注意してください。

青 黄 赤
ネット
異常

ネット
残量

全開 全閉 緑 黄

①PTOを切ってください。
②ネット交換方法のステッカーに従い、ネットを交換してください。
③機械の周りに人がいないか確認し、PTOを入れてください。
④コントロールボックスの「手動繰出し」ボタンを押してください。

青 黄 赤
ネット
異常

ネット
残量

全開 全閉 緑 黄

原因：リモコン仕様の場合、コントロールボックスの「非常停止」スイッチを押すと、コントロールボックスの
　　　電源が切れます。
対応：機械の周りに人がいないことを確認し、「緊急停止解除」スイッチを押し非常停止を解除してください。
原因：アジテータ回転速度が遅いことが考えられます。
対応：PTOの回転数が４００rpmになっているか確認してください。
原因：カムスイッチが押されていません。
対応：カムスイッチを固定しているナットが緩んでいないか確認してください。
原因：感知スイッチが引張られ続けています。
対応：感知スイッチに材料が引っ掛っていないか確認してください。
原因：材料が詰まって閉センサが押されていません。
対応：①チャンバーの合わせ目に材料が挟まっていないか確認してください。
      ②挟まっている場合はチャンバーを開け、掃除してください。
　　　　※チャンバー内に入る際は必ずシリンダをロックしてください。
原因：ネットホサキセンサに材料が引っ掛っていることが考えられます。
対応：ネットホサキセンサの掃除をしてください。
原因：初期状態になっていません。
対応：①チャンバー内に人がいないことを確認し、シリンダロックを解除してください。
　　　②手動レバー又はコントロールボックスの「チャンバー閉」スイッチを押しチャンバーを閉めてください。
原因：電源が入っている時は手動レバーでチャンバーを開けることができません。
対応：電源を切るまたはコントロールボックスの「チャンバー開閉」スイッチで操作してください。
　　　　※チャンバー内に入る際は必ずシリンダをロックしてください。
原因：チャンバー閉、開センサの異常です。
対応：チャンバー開、閉センサが同時に押されています。コネクタ、センサ部にゴミが詰まってないか確認してください。
原因：キッカースイッチ異常です。
対応：キッカースイッチがON状態になったままです。コネクタ、センサ部にゴミが詰まってないか確認してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　- 51 -

〇 ●

●

- ● 〇

- - ● ●
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● ● ● ●

〇 - - ●

●
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- ● 〇 ●
ホッパー内の材料が
ロール成形室に送り
込めない

●
● ●

● ● ●

●
〇● - ● 〇 ●

●

●

コントロールボックス

- ● 〇 ●
-

● ●

パトライト

パトライト

パトライト

１．準備完了表示

コントロールボックス

-

通常作業開始時の表
示

交換方法

対応

● ●

原因と対応

-

３．消耗品（ネット）切れ表示

内容

-

●● ●

---

- -

--

〇- - -

--

(手動レバーで)チャ
ンバーが開かない -- -

●

内容
コントロールボックス

-

内容
コントロールボックス

供給中 〇

非常停止中

アジテータの逆転が
頻発する

●コントロールボック
ス操作が利かない ● ●

〇 -

● ●

４．動作不良表示

●〇 ● 〇
ネットが無くなる、
切れる、巻付く等
で、動作が止まった

●

説明と解除

● 〇 ● ●

パトライト
２．通常動作表示

●

内容

〇
●

●
〇

●

●

● -

-

- ● 〇〇

〇 ●
●〇

ロール放出時、チャ
ンバーが閉じない

●● ● -

●

● 〇

ネット巻付け中 ●

〇 ● -：点灯 ：消灯

ネット巻付け完了 ● 〇 〇 ●

：点滅

●

●

●

●

：特定しない

〇●-

-
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１．主要諸元                                     

 

この主要諸元は、改良などにより、予告なく変更することがあります。 

型 式 ＭＲ１０２１Ｒ 

名 称 細断型ロールベーラ 

装 着 方 法 ドローバけん引方式 

駆 動 方 法 ＰＴＯ駆動（回転速度 ４００min-1(rpm)） 

適応トラクタ ２５．７～７３．６ｋＷ（３５～１００ＰＳ） 

機
体
寸
法 

全   長 ６，０００ｍｍ 

全   幅 １，９００ｍｍ 

全   高 ２，３５０ｍｍ 

質     量 ２，９００ｋｇ 

ロ ー ル 寸 法 φ１００ｃｍ×８５ｃｍ（参考値） 

ロ ー ル 重 量 ４１５～５００ｋｇ（参考値） 

結 束 装 置 ネット 

ネットサイズ 幅１０３又は１２３ｃｍ×２０００ｍ 

ホ
ッ
パ
ー 

容 量 ３．０ｍ３ 

地 上 高 ２,３４０ｍｍ（あおり有） １,９８０ｍｍ（あおり無） 

投 入 幅 ２,９００ｍｍ（あおり有） １,７５０ｍｍ（あおり無） 

タイヤサイズ １１．５／８０－１５ ８プライ 

送
信
機 

電 源 ＤＣ３Ｖ（コイン型リチウム電池ＣＲ２０３２） 

外 形 寸 法 ５５×３２×６．５ｍｍ 

保 存 温 度 －１０～＋６０℃ 

電 池 寿 命 2 年（5回/時間送信、1 日 8時間運用）※参考値 

使用周波数 ３１５ＭＨｚ 

送 信 出 力 特定小電力の技術基準適合 

受
信
機 

消 費 電 流 最大１００ｍＡ以下 

外 形 寸 法 １１５×１５０×７０ｍｍ 

保 存 温 度 －１０～＋５５℃ 

電
磁
ク
ラ
ッ
チ 

消 費 電 流 １．７Ａ（２０℃） 

外 形 寸 法 φ２００×２３３ 

使 用 馬 力 １００馬力以下 

使用回転数 １３００ｒｐｍ以下 

ス プ ラ イ ン 

延 長 距 離 １７５ｍｍ 



付表
２．主な消耗品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
No 交　換　部　品 部品コード 員数 時期 取扱説明書、パーツリストのページ

1 タイトチェーン ３６１２０-３２８０-０００ 2 500時間毎交換 パーツリストP14
2 ピアノセン ２８１１３-３２５５-０００ 2 〃 パーツリストP14
3 タイトバー ７８１１２-３３４０-００２ 80 〃 パーツリストP14
4 タイトバー（キーツキ） ７８１１２-３３５０-００２ 8 〃 パーツリストP14
5 チェーンガイド用のステー３ ３１１０８-１４３０-００１ 3 〃 パーツリストP2
6 駆動軸のベアリング　UCF208 ０４５１３-０００２-０８０ 2 1000時間毎交換 パーツリストP12
7 折返しのベアリング　UCFL207 ０４５２１-０００２-０７０ 2 〃 パーツリストP15
8 成形室のベアリング　6205　2RS ０４１１０-４０６２-０５０ 10 〃 パーツリストP14
9 駆動スプロケット#80特バイピッチ10T ３６１２０-３２２０-０００ 2 〃 パーツリストP12
10 テンションのガススプリング ３１１０８-３４３０-０００ 4 200時間毎交換 パーツリストP14
11 スライドカナグ ３９１０１-７２１１-０００ 2 200時間毎交換 パーツリストP3
12 チャンバーロックのスプリング　引張ﾊﾞﾈ　φ6 ００６１５-０６００-４００ 2 500時間毎交換 パーツリストP3

13 ブレーキシュー ３３１０１-６９９３-０００ 1 500時間毎交換 パーツリストP36
14 タイマーナイフ ３２１１８-７６５０-００３ 1 200時間毎交換 パーツリストP35
15 ネジシャフト ３６１２０-６９１１-０１１ 1 〃 パーツリストP32
16 ナイフ ６０１２１-５１３２-０００ 2 1000時間毎交換 パーツリストP34
17 ゴムローラー ６０１２１-４５１０-０００ 1 500時間毎交換 パーツリストP32
18 Ｖベルト ０３６１０-００１０-７００ 1 〃 パーツリストP32
19 ワンウェイプレート ３２１１８-６８４２-００３ 4 〃 パーツリストP36

20 コンベアベルト（ラグツキ） ３６１２０-６４２０-００１ 1 〃 パーツリストP29
21 スクレーパゴム ３６１２０-６５２１-００２ 1 〃 パーツリストP29

22 アジテータ駆動チェーン　#50x133+JL(RP) ０３６２１-０５０１-３４１ 1 500時間毎交換 パーツリストP19
23 コンベア駆動チェーン　　#50x139+JL(RP) ０３６２１-０５０１-４０１ 1 〃 パーツリストP19
24 ベーラ左１駆動チェーン　#60x103+JL(RP) ０３６２１-０６０１-０４１ 1 〃 パーツリストP11
25 ベーラ左２駆動チェーン　#60x83+JL(RP) ０３６２１-０６００-８４１ 1 〃 パーツリストP11
26 ベーラ左３駆動チェーン　#80x75+JL(CP) ０３６２１-０８００-７６６ 1 〃 パーツリストP12
27 ベーラ右駆動チェーン　　#60x79+JL(RP) ０３６２１-０６００-８０１ 1 〃 パーツリストP12
28 ホンプ駆動第一チェーン　2ﾚﾂ #40x65+JL(RP) ０３６３１-０４００-６６１ 1 〃 パーツリストP17
29 ホンプ駆動第二チェーン　2ﾚﾂ #40x67+JL(RP) ０３６３１-０４００-６８１ 1 〃 パーツリストP16
30 ホンプ駆動チェーンテンション用スプリング　引張ﾊﾞﾈφ2.3 ００６１５-０２３０-５００ 1 100時間毎点検し、破損している場合は交換 パーツリストP17
31 ホンプ駆動チェーンテンション用スプリング　引張ﾊﾞﾈφ2.9 ００６１５-０２９０-３００ 1 〃 パーツリストP17
32 インサート　(36120-3830-001　ｶﾌﾟﾗ18の構成部品) ３６１２０-３８３２-０００ 1 〃 パーツリストP16

０１１１１-００６０-４００
０２１２１-４００１-０６０
０１１１８-００６０-４００
０２３１１-４００１-０６０
０１１１８-００８０-４００
０２３１１-４００１-０８０

36 ホース - 各１ 100時間毎点検し、破損している場合は交換 パーツリストP45～48
37 フィルタエレメント ３６１２０-９２４１-０００ 1 100時間毎に点検し、汚れている場合は交換 取扱説明書P43

38 ミッションのオイル0.5Ｌ（♯90） - － 100時間毎交換 取扱説明書P43
39 油圧タンクのオイル30Ｌ（♯68） - － 作業前に補給し、100時間毎で交換 取扱説明書P39
40 タイトチェ－ン用オイル4Ｌ（ＳＡＥ5Ｗ－30） - － 作業前に補給 取扱説明書P41
41 ポンプ駆動チェーン用オイル1.5Ｌ（ＳＡＥ5Ｗ－30） - － 作業前に補給 取扱説明書P41

42 パトライト（電球：12Ｖ5Ｗ） ３８１０５-９３９１-０００ 2 100時間毎交換
43 パトライト - 各１ 100時間毎点検、破損している場合は交換 パーツリストP43、55
44 ホーン １１３６３-８３８０-００１ 1 〃 パーツリストP43
45 センサ - 各１ 500時間毎交換 パーツリストP43、44
46 電源コード - 各１ 100時間毎点検、破損している場合は交換 パーツリストP43
47 ハーネス - 各１ 〃 パーツリストP43、44、55
48 ヒューズ１５Ａ（コントロールボックス用） ００９００-０１００-１５０ 1 -
49 ヒューズ３０Ａ（電源コード用） ００９００-０１００-３００ 1 -
　　※交換時期は目安であり使用状況などで変わりますので、注意してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-53-

▼電装

▼オイル

35
シェアボルト（M8X40 8T半ﾈｼﾞ）
ナイロンナット（タイトチェーン駆動用）

▼油圧

各１

各１
シェアボルト（M6X40 8T半ﾈｼﾞ）
ナイロンナット（ジョイント用）

34 パーツリストP7-

- パーツリストP13

パーツリストP733
シェアボルト（M6X40 11T半ﾈｼﾞ）
スプリングナット（ジョイント復帰用）

▼ベーラー関係

▼駆動系

各１ -

▼コンベアベルト

▼ネット装置
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７５

空 空

７ ５

空空

４３空
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４３ 空
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信
機
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